
89 広報おおいそ　令和　年　月 広報おおいそ　令和　年　月

令和元年度 決算報告

令和元年度　特別会計決算報告町の借金（町債）と貯金（基金）の推移

令和元年度「健全化判断比率」「資金不足比率」の状況は？～町の財政健全化指標～

町の一般会計を家計簿にたとえると　～１世帯の年収を500万円とした場合～

※特別会計とは…特定の収入を財源として行われるもので、一般会計とは区分して経理する会計
　国民健康保険事業、後期高齢者医療、介護保険事業を合わせた歳出決算額は、合計７７億７，２０３万円で前年度に比べ
２，１３７万円増となっています。
　また、下水道事業の歳出決算額は、１３億９，１３０万円で、前年度に比べ４億３，１７６万円減となっています。下水道事業
特別会計は、公営企業会計方式の適用に伴い、令和２年３月３１日をもって終了とする「打切り決算」となります。

　財政健全化指標とは、市町村の財政が健全に維持できているかをチェックするための基準です。国が定めた５つの
指標により、財政の悪化に応じて「早期健全化基準（イエローカード）」「財政再生基準（レッドカード）」が提示さ
れ、早期の財政悪化を発見・改善を行うことを目的としています。
　なお、町の指標は、健全な財政状況であることを表していますが、今後、人口減少や少子高齢化などを受け、歳入
が減少傾向になることが予想されるため、健全化判断比率の数値にも注視して財政運営に努めてまいります。

各比率の説明
①実 質 赤 字 比 率：一般会計の赤字の大きさを示す。
②連結実質赤字比率：町の全ての会計の赤字の大きさを示す。
③実質公債費比率：�借入金の当該年度の返済額の大きさ（資金繰りの

程度）を示す。
④将 来 負 担 比 率：今後支払わなければならないものの大きさを示す。
⑤資 金 不 足 比 率：�各公営企業（町では下水道事業）の事業規模に対

する資金の不足額を示す。

■�町の借金（町債）は令和元年
度末現在で、一般会計は前年
度より４億8，７１９万円増、下
水道事業特別会計は前年度よ
り1億７，２5７万円減となり町
全体では、１７６億２，７３4万円と
なっています。今後も厳しい
財政状況のもと下水道整備が
続くため町債の増加が見込ま
れますが、将来の負担をでき
る限り増やさないことに努め
てまいります。

■�町の貯金（基金）は、令和元
年度末現在で、前年度より6
億２，０６９万円増の4２億６，６７６万
円となっています。

●国民健康保険事業
　歳入減の主な要因は、被保険者数の減による国民健康保険税の減少や保険給付費の減少による県支出金の減などに
よるものです。被保険者数は、７，６２０人で、1人当たりの給付費は前年度より６，55０円多い３２万２，０１３円となっており、
歳入に占める保険税の割合は２１.９％でした。
●後期高齢者医療
　歳入減の主な要因は、前年度の繰越金が減少したことによるものです。被保険者数は、前年度より１１３人多い5，６5７
人で、歳入に占める保険料の割合は5１.３％でした。
●介護保険事業
　歳入増の主な要因は、保険給付費の増による支払基金交付金が
増加したことなどによるものです。被保険者数は、前年度より
３5人多い１１，０６8人で、要支援・要介護認定者数は、前年度より
１０人少ない１，７６６人でした。また、歳入に占める保険料の割合は
２4.９％でした。
●下水道事業
　歳入減の主な要因は、下水道建設費のうち補助事業費の減など
によるものです。歳出減の主な要因は、前年度に比べ公共下水道
整備事業の工事請負費等が減少したことなどによるものです。令
和元年度末現在における供用開始区域内の公共下水道の接続率は、
７７.１％となっています。

特別会計名 歳入決算額 歳出決算額 歳出決算額前年度比較

国民健康保険事業
国民健康保険に加入している人が、病気
やケガをした場合に医療機関にかかると
きの医療費の給付などを行う事業

37億9,831万円 37億7,784万円

後期高齢者医療
75歳以上の高齢者と65歳～74歳までで一
定の障害のある方が医療機関にかかると
きの医療費の給付などを行う事業

9億9,241万円 9億7,128万円

介護保険事業
介護を社会全体で支え、必要な方に介護
サービスを提供し、全ての高齢者の方に
介護予防や生活支援を行う事業

31億8,225万円 30億2,291万円

下水道事業
大雨による浸水や汚水により川や海が汚
れることなどから守るための下水道を整
備する事業

14億 964万円 13億9,130万円

財政健全化指標 大磯町 早期健全化
基　準

財政再生
基　準
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実質赤字比率①　　 ※赤字額ではないため、
数字は表示されません。 14.13% 20%

連結実質赤字比率② ※赤字額ではないため、
数字は表示されません。 19.13% 30%

実質公債費比率③　 6.0% 25% 35%

将来負担比率④　　 73.4% 350%

資金不足比率⑤　　　　
※不足額が発生しない
ため、数字は表示されま
せん。
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特別会計歳出決算額の推移

国民健康保険事業

（億円）

後期高齢者医療
下水道事業介護保険事業

給料（町税） 217万円

152万円

35万円

46万円

22万円

28万円

500万円

43.5%

30.4%

6.9%

9.2%

4.3%

5.7%

100%

158万円

72万円

27万円

71万円

71万円

36万円

26万円

461万円

34.2%

15.7%

5.8%

15.4%

15.5%

7.8%

5.6%

100%

実家からなどの援助
（交付税・交付金・国県補助金）

家賃収入（財産収入など）

借入金（町債）

預金の取崩し （繰入金）

その他

合計 合計

（繰越金など）

生活費（人件費・物件費）

子どもへの仕送り（繰出金）

ローン返済（公債費）

家の増改築など（普通建設事業費）

医療費・学費（扶助費）

預金（積立金）

税金・交際費・投資など（補助費など）

収 入 支 出 構成比は
決算額の割合

比成構算決分区比成構算決分区
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R1H27 H28 H29 H30

借金（一般会計） 借金（下水道会計） 貯金（基金）

36億4,607万円36億4,607万円
42億6,676万円42億6,676万円

25億9,862万円25億9,862万円 28億6,486万円28億6,486万円

77億7,666万円77億7,666万円

95億3,606万円95億3,606万円

82億6,385万円82億6,385万円

93億6,349万円93億6,349万円

73億1,760万円73億1,760万円

92億3,814万円92億3,814万円

73億7,190万円73億7,190万円

93億7,006万円93億7,006万円

33億8,190万円33億8,190万円

78億7,326万円78億7,326万円

94億5,582万円94億5,582万円

40

50

60

70

80

90

110

100

歳出決算額における町税、義務的経費等の推移

H30 R1H27 H28 H29

（億円） 町税

19.3％19.3％
15.4％15.4％

19.8％19.8％

80.7％80.7％
84.6％84.6％

5.3％5.3％

94.7％94.7％

80.2％80.2％

12.9％12.9％

87.1％87.1％ 義
務
的
経
費
等

投
資
的
経
費

歳
出
決
算
額

【グラフから分かること！】
○�歳出全体において、町税で賄える割合が少な
いことを表しています。
○�明治記念大磯邸園や（仮称）東部子育て支援
センターなどの整備に取り組んだため、歳出
額に対する投資的経費が占める割合が前年度
に比べて高くなっています。


